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今年度第 1回目の協議会が 7月25日（月）に開
催されました。
本協議会は、県内主要地域の小中学校長と教育
委員会の担当者に集まっていただき、全県的な視
点でプロジェクトの課題や運営について話し合う最
も重要な会議です。前身の懇談会は平成 21年度
に立ち上がり、栃木県教育委員会と6 市の教育委
員会および 6 市の小中学校長代表にご参加いただ
きました。昨年度は新たに1市、今年度はさらに 2
市と1町に加わっていただくことが出来、現在、栃
木県教育委員会と9市・1町から構成される組織と
なっています。今回は、まず、進村武男宇都宮大
学長、内山雅生国際学部長、渡邊弘教育学部長、
青木孝浩栃木県教育委員会指導主事よりご挨拶を
いただきました。
平成 22 年度事業報告と平成 23 年度事業計画の
了承を得た後で、今年 3月に実施した「栃木県外
国人生徒進路調査」の中間報告をしました。この
調査は、栃木県内全ての公立中学校に在籍する平
成 22 年度中学校第 3 学年在籍生徒のうち、①外
国籍生徒、および②国籍に関わらず 3 年次に「日
本語指導が必要な生徒」として把握されていた生
徒を対象として、平成 23 年 3月31日現在で確定
している進路状況を把握するために実施したもので
す。回答は、今年度卒業する外国人生徒の担任あ
るいは当該学年担当の先生にお願いしました。外
国人生徒の進路状況はこれまで不明な点が多かっ
たのですが、本プロジェクトでは来年及び再来年の
3月にも同様の調査を計画していて、計 3回の調査
である程度の実態や傾向が分かるのではないかと
考えています。
今回の調査では、調査票を送付した 161の学校
のうち 56 の学校から「該当者あり」として、141人
の卒業生について回答が寄せられました。栃木県
教育委員会によりますと、平成 22 年 5月1日現在
の県内外国人生徒数は 472 人で、学年ごとの人数
は分かりませんが、大まかに 3で割ると160人程
度になります。以上のことから、141という回答数
はかなり母数に近いと思われます。また、今回の調
査では「日本語指導が必要な生徒」は42人でした。
県教委の発表では、「日本語指導を要する外国人
生徒数」は 127人（同年 5月1日現在）で、同様
に 3で割ると40人程度となり、日本語指導が必要
な生徒もほぼ同数となりました。この調査結果の詳
しい報告は機会を改めて行いたいと考えています。
最後になりましたが、宇都宮大学では、今年 6
月に大学と地域をつなぐ拠点としてUUプラザを開
設しました。本プロジェクトを含め、大学の様々な
取り組みがパネルで展示されています。大学にお越
しの際は、是非UUプラザにお立ち寄り下さい。
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